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明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
作
品
を
募
集

● 
応
募
資
格
＝
市
内
の
小
・
中

　

・
高
校
生

●  

応
募
期
限
＝
９
月
７
日（
金
）

●
画
材
＝
描
画
材
料
は
自
由

● 

大
き
さ
＝
四
ツ
切
（
５
４
２

㎜
×
３
８
２
㎜
）、八
ツ
切（
３

８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）も
し
く

は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

●
注
意
事
項

① 

作
品
裏
の
右
下
に
都
道
府
県

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

② 

応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て

返
却
し
ま
せ
ん
。

③ 

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者

に
属
し
ま
す
。

● 

応
募
方
法
＝
学
校
を
経
由
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
２

か
の
や
子
ど
も
三
味
線
教

室
受
講
生
を
募
集

● 

対
象
者
＝
小
学
校
４
年
生
〜

高
校
３
年
生

● 

募
集
人
員
＝
10
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

● 

受
講
料
＝
無
料
（
教
材
等
の

実
費
が
数
千
円
程
度
必
要
）

※ 

楽
器
等
は
す
べ
て
貸
与
し
ま

す
。

● 

期
間
＝
９
月
８
日
〜
平
成
20

年
４
月
（
全
20
回
予
定
）
の

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

● 

活
動
内
容
＝
公
共
機
関
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

● 

活
動
場
所
＝
市
勤
労
婦
人
セ

ン
タ
ー

● 

応
募
期
限
＝
８
月
20
日（
月
）

● 
申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名（
ふ

　

 
り
が
な
）
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
生
年
月
日
を

明
記
し
て
、
郵
送
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３
─０
０
１
４

　

鹿
屋
市
寿
３
─３
─46
赤
野
方

　

 

日
本
民
謡
協
会
鹿
児
島
大
隅

支
部　

民
謡
三
味
線
錦
江
会

　

 

☎
０
９
０
─４
５
８
８
─２
７
２
６

　

℻  
０
９
９
４
─43
─５
２
７
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

truth-of-palm
817@

　
　
　
　

im
age.ocn.ne.jp

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

か
の
や
土
曜
朝
市
事
務
局

　

 

☎・℻  
０
９
９
４
─43
─４
３
７
４

「
英
語
で
学
ぶ
鹿
児
島
の

歴
史
と
文
化
」
受
講
生
を

募
集

　

新
任
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
対
象
の
講
座
の
一
部
を

一
般
公
開
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
８
月
21
日
（
火
）

　

16
時
〜
17
時
30
分

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

● 

講
師
＝
酒
瀬
川
純
行
氏
（
志

学
館
大
学
人
間
関
係
学
部
教

授
）

●
参
加
料
＝
無
料

● 

応
募
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
８
月
17
日（
金
）

● 

定
員
＝
50
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
９
４
─45
─３
２
８
８

　

℻  
０
９
９
４
─45
─３
２
５
８

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kapic111@
po3.

　
　
　
　
　

synapse.ne.jp

か
の
や
土
曜
朝
市
夏
休
み

手
づ
く
り
教
室
の
受
講
生

を
募
集

●
内
容

●
場
所
＝
か
の
や
土
曜
朝
市

●
定
員
＝
各
教
室
20
人

● 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

か
の
や
ば
ら
園
夏
休
み
手

づ
く
り
体
験
及
び
ば
ら
園

探
検
を
開
催

手
づ
く
り
体
験

● 

日
時
＝
８
月
18
日
（
土
）
・

19
日
（
日
）
の
９
時
30
分
〜

16
時

● 

場
所
＝
ば
ら
園
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

○
ば
ら
の
リ
ー
ス
作
り

○
ば
ら
の
石
鹸
作
り

○
ば
ら
の
香
り
作
り

○
ば
ら
の
押
し
花
し
お
り
作
り

○
ま
が
玉
作
り

○
た
ぬ
き
の
お
手
玉
作
り

●
材
料
費
＝
３
０
０
円
〜

ば
ら
園
探
検
＆
体
験

● 

期
間
＝
８
月
31
日（
金
）ま
で

●
時
間
＝
９
時
30
分
〜
16
時

● 

場
所
＝
ば
ら
園
内
及
び
売
店

●
内
容

　

 

探
検
＝
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が

ら
園
内
を
歩
き
、
全
問
正
解

で
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

　

 

体
験
＝
リ
ー
ス
・
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
香
り
・
ま
が
玉
を
作
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─８
７
１
８

鹿
屋
市
東
京
事
務
所
の
閉

鎖
に
つ
い
て

　

鹿
屋
市
東
京
事
務
所
は
、
平

成
６
年
に
開
設
し
て
以
来
、
13

年
間
に
わ
た
り
、
鹿
屋
市
の
首

都
圏
で
の
情
報
収
集
や
企
業
誘

致
等
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｉ
Ｔ
技
術

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
中
央
で

の
情
報
収
集
が
容
易
に
な
っ
た

こ
と
や
、
国
・
地
方
を
通
じ
た

厳
し
い
財
政
環
境
を
背
景
と
し

た
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
行
財
政

改
革
推
進
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、

今
年
６
月
末
日
を
も
っ
て
閉
鎖

い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
東
京
事
務

所
が
行
っ
て
き
た
業
務
に
つ
い
て

は
、
今
年
４
月
に
開
設
し
た
鹿
屋

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
企

業
誘
致
活
動
な
ど
、
庁
内
各
部

署
で
引
き
継
ぐ
ほ
か
、
観
光
物

産
の
Ｐ
Ｒ
や
企
業
誘
致
に
関
す

る
情
報
収
集
活
動
等
に
つ
い
て

は
、
県
の「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」

（
千
代
田
区
有
楽
町
）
に
職
員
１

名
を
派
遣
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
市
政
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
５

原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

鹿
屋
市
で
は
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
、

平
成
19
年
８
月
１
日
に
「
平
和

都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
和
の
尊
さ
に
つ
い

て
考
え
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
原
爆
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

日
時
＝
８
月
６
日
（
月
）
〜

15
日
（
水
）
の
９
時
〜
19
時

● 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
５

保
健
福
祉
関
係
顕け

ん
し
ょ
う彰
候
補

者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
平
成
19
年
10
月
21

日
（
日
）
開
催
予
定
の
鹿
屋
市

保
健
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
保

健
福
祉
の
発
展
に
特
に
功
績
顕

著
な
人
た
ち
の
顕
彰
を
行
い
ま

す
。
下
記
に
該
当
す
る
顕
彰
候

補
者
が
い
ら
し
た
ら
、
推
薦
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
旧
鹿
屋
市
、
旧
輝

北
町
、
旧
串
良
町
、
旧
吾
平
町

で
同
種
の
顕
彰
を
受
け
た
人
は

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

市
福
祉
政
策
課

　

(

１
階
⑲
番
窓
口)

　

 

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
３
２

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

鹿
屋
市
家
庭
教
育
講
演
会

兼
第
１
回
鹿
屋
市
読
書
指

導
者
等
研
修
会
を
開
催

● 

日
時
＝
８
月
22
日
（
水
）

　

13
時
10
分
〜
16
時
40
分

●
場
所
＝
市
文
化
会
館

●
内
容

◇ 

講
話
＝
鹿
児
島
県
の
読
書
活

動
の
現
状

　

 

講
師
＝
県
立
図
書
館
長

　
　
　
　

上
今
常
雄 

氏

◇ 

実
演
＝
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・

影
絵
・
読
み
聞
か
せ
な
ど

◇ 

講
演
＝
〜
み
す
ゞ
さ
ん
の
う

れ
し
い
ま
な
ざ
し
〜
「
あ
な

た
は
あ
な
た
で
い
い
の
」

　

 

講
師
＝
矢
崎
節
夫
氏
（
金
子

み
す
ゞ
記
念
館
館
長
・
童
話

作
家
）

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
室
を
設
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
３
８

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

● 

推
薦
期
限
＝
８
月
31
日（
金
）

● 

推
薦
方
法
＝
本
庁
・
各
総
合

支
所
・
各
出
張
所
に
置
い
て

あ
る
推
薦
書
に
記
入
の
う
え
、

本
庁
福
祉
政
策
課
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

読
書
ま
つ
り
開
催

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

● 

日
時
＝
８
月
19
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜

● 

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
吾
平
振
興
会
館

● 

内
容
＝
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
・
指
遊

び
、
生
涯
学
習
受
講
生
に
よ

る
折
り
紙
教
室　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
吾

平
振
興
会
館
図
書
室

　

 

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

懐
か
し
き
大
隅
路
鉄
道

写
真
展
を
開
催

　

昭
和
62
年
に
廃
止
さ
れ
た
国

鉄
大
隅
線
の
懐
か
し
い
思
い
出

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

● 

期
間
＝
８
月
20
日（
月
）ま
で

● 

場
所
＝
鹿
屋
市
鉄
道
記
念
館

　

 

（
鹿
屋
市
役
所
本
庁
舎
東
隣
）

●
休
館
日
＝
月
曜
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
鉄
道
記
念
館

　

 

☎
０
９
９
４
─40
─０
０
７
８

お
知
ら
せ

教室名 日　時 内　　容 参加料 講師 持参する物

絵手紙
教 室

８／４（土）
８時～

残暑見舞いのはがきを
作ります。ちょっとし
た応用でセンスのある
はがきに変身します。

無料 古園実雄先生
絵画用具一式
又 は ク レ ヨ
ン・クレパス

押し花
教 室

８／ 11（土）
８時～

押し花を使ってステキ
な小物を作ります。 500 円 中垣内裕子先生 なし

木 工
教 室

８／ 18（土）
８時～

夏休みの工作にいろい
ろな物を作ります。

300 ～
500 円 浅井明則先生 かなづち

顕彰部門 顕彰対象者

高齢者福祉部門

ア　 70 歳以上の高齢者で、その生活態度又は社会活動が他の模範と認
められる人

イ　 60 歳以上のねたきり高齢者又はこれに準ずる状態の人に対し、長
期にわたり終始献身的な介護を続けている人

　　※年齢基準日＝ 10 月１日

障害者福祉部門 ア　障害者で、その生活態度又は社会活動が他の模範と認められる人
イ　障害者に対し、長期にわたり終始献身的な介護を続けている人

母子寡婦福祉部門 母子寡婦福祉活動の育成強化に貢献し、その功績が特に顕著な人
児 童 福 祉 部 門 児童の健全育成に貢献し、その功績が特に顕著な人
保 健・ 医 療 部 門 保健・医療等の充実発展に貢献し、その功績が特に顕著な人


